
Ｏ
Ｉ
Ｃ
開
設
に

ど
の
よ
う
な
期
待
を
お
持
ち
か
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

重
森　

政
策
科
学
部
は
設
置
当
初

か
ら
京
都
市
、
ま
た
Ｂ
Ｋ
Ｃ
の
あ

る
草
津
市
の
協
力
を
得
な
が
ら
地

域
の
中
に
学
習
基
盤
を
築
き
、
地

域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

在
型
の
教
育
・
研
究
を
重
視
し
て

き
ま
し
た
。
新
た
に
大
都
市
圏
内

に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き
る
こ
と
で
、

教
育
・
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
い
っ
そ
う
広
が

る
と
共
に
、
衣
笠
、
Ｂ
Ｋ
Ｃ
、
そ

し
て
Ｏ
Ｉ
Ｃ
の
3
拠
点
で
の
面
的

な
教
育
・
研
究
展
開
も
可
能
に
な

る
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

池
田　

地
域
に
学
ぶ
と
い
う
点
で

は
、
経
営
学
部
も
同
様
の
魅
力
を

感
じ
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｋ
Ｃ
が
郊
外

に
位
置
す
る
の
に
対
し
、
Ｏ
Ｉ
Ｃ

が
開
設
さ
れ
る
の
は
、
企
業
集
積

地
に
よ
り
近
い
立
地
で
す
。
多
く

の
企
業
と
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
れ
ば
、
経
営

学
の
教
育
・
研
究
に
お
い
て
も
得

る
と
こ
ろ
は
大
き
い
で
し
ょ
う
。

Ｏ
Ｉ
Ｃ
開
設
を
機
に
、

両
学
部
が
取
り
組
ん
で
い
る

教
学
改
革
に
つ
い
て

ご
説
明
く
だ
さ
い
。

重
森　

Ｏ
Ｉ
Ｃ
は
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
「
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
」「
都
市
共
創
」「
地
域
・

社
会
連
携
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

政
策
科
学
部
は
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
沿
っ
て
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
編
成
し
、
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
だ
の
が
、
言
語
教
育
改

革
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
（
ド

イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ

ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
イ
タ
リ
ア
語
）

に
加
え
、
ア
ジ
ア
言
語
（
中
国
語
、

韓
国
語
、
タ
イ
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
）
を
初
修
言

語
と
し
て
履
修
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。「
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
」
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
一
つ

と
し
て
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
言
語

教
育
の
充
実
を
図
り
、
言
語
学
習

か
ら
ア
ジ
ア
へ
と
視
野
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

方
、
英
語
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

よ
う
に
「
英
語
を
学
ぶ
」
の
で
は

な
く
、「
英
語
を
使
っ
て
」
学
ぶ
こ

と
に
主
眼
を
置
く
教
育
を
展
開
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

池
田　

経
営
学
部
で
は
、
移
転
後

の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
先
行
実
施

に
伴
い
、
来
年
度
か
ら
「
ア
ジ
ア
・

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
中
国
を

中
心
に
ア
ジ
ア
各
国
へ
学
生
を
送

り
出
す
と
と
も
に
、
留
学
生
も
積

極
的
に
受
け
入
れ
ま
す
。
学
生
に

と
っ
て
、
著
し
い
経
済
発
展
を
遂

げ
る
ア
ジ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
肌

で
感
じ
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
刺

激
的
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
体
験

と
な
る
は
ず
で
す
。
ま
た
相
互
交

流
を
深
め
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
知
見
を
学
内
で
の
学
び
に
も

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

重
森　

大
学
で
の
「
学
び
方
」
に

つ
い
て
も
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
政
策
科
学
部
は
比
較
的
規

模
が
小
さ
い
こ
と
も
あ
り
、
早
く

か
ら
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
型
の
授
業
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
コ
ア
に
据
え
て
き

ま
し
た
。
新
た
な
教
育
体
制
の
下

で
は
、
こ
う
し
た
コ
ア
を
拡
大
さ

せ
つ
つ
、
従
来
型
の
講
義
科
目
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
こ
と

が
課
題
で
す
。

池
田　

政
策
科
学
部
と
は
対
照
的

に
、
経
営
学
部
は
大
規
模
社
系
学

部
で
あ
り
、
小
集
団
教
育
の
充
実

が
課
題
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
教

育
の
蓄
積
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

小
集
団
の
演
習
型
の
授
業
を
教
育

　 　 　経 営学部・政 策 科 学部の 挑 戦

大阪茨木新キャンパスで始まる

新たな教学展開

学
部
長
対
談

重 森 臣 広
政 策 科 学 部 長

池 田  伸
経 営 学 部 長・経 営 学 研 究 科 長

2 0 15 年 4 月の 大 阪 茨 木 新 キャンパ ス（ 以 下、 O I C ） の 開 設 に 向 け、

7 月より建 設 工 事 が 始 まっています。

O I C の 開 設 が、 教 学 はもちろん 、 グロ ーバ ル 展 開 や 地 域・社 会 連 携 に つ いても 立 命 館 の

新 たなフェーズ を 開く契 機 に なるとして、 学 内 外 の 期 待 はますます 高 まっています。

今 回 は 、 O I C に 移 転 する 経 営 学 部 の 池 田  伸 学 部 長 、 政 策 科 学 部 の 重 森 臣 広 学 部 長 に 、

両 学 部 で 進 めてい る 教 学 改 革 の 取り組 みとともに 、 今 後 に 期 する思い を 語 っていた だきました 。

特 集

※パースは 2012 年 12 月現在の検討段階のものです。また、防災公園（岩倉公園）部分は、現段階の茨木市の計画を基に大学が作成したものであり、変更される場合があります。



Ｏ
Ｉ
Ｃ
移
転
に
あ
た
っ
て
、

学
生
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

そ
う
し
た
学
生
の

主
体
的
な
取
り
組
み
を

ど
う
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

重
森　

例
え
ば
2
回
生
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
「
研
究
入
門
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
は
、
学
生
が
Ｏ
Ｉ
Ｃ
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
法
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
主
体
的
な
学
び
を
通

じ
て
、
学
生
が
教
員
の
思
い
も
よ

ら
な
い
こ
と
を
発
見
し
た
り
、
教

員
を
超
え
る
学
び
を
獲
得
す
る
こ

と
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
教
育
の

狙
い
で
す
。
Ｏ
Ｉ
Ｃ
へ
の
移
転
が
、

学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
後
押
し

す
る
契
機
に
な
れ
ば
、
す
ば
ら
し

い
で
す
ね
。

池
田　

経
営
学
部
で
も
、
有
志
の

学
生
が
、
茨
木
市
民
の
方
々
と
の

対
話
を
通
じ
て
茨
木
市
を
知
り
学

生
と
市
民
が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
「
立
命
館-

茨
木

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
）」
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
学
生
の
こ
う
し
た
活
動
は

ま
さ
に
、
本
学
が
導
入
し
よ
う
と

し
て
い
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（p

ro
ject

／

p
ro

b
lem

／p
eo

p
le

／-b
ased

-

learn
in

g

）
を
実
践
す
る
も
の
。
学

生
の
主
体
性
や
行
動
力
を
頼
も
し

く
思
い
ま
す
。

全
学
の
教
職
員
の

み
な
さ
ん
に
向
け
て
、
意
気
込
み
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

重
森　

新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
な

い
教
育
に
挑
戦
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。
教
学
改
革
を
含
め
、
Ｏ
Ｉ

Ｃ
で
生
ま
れ
た
新
し
い
取
り
組
み

を
学
園
全
体
に
還
元
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

池
田　

Ｏ
Ｉ
Ｃ
に
寄
せ
ら
れ
る
期

待
に
応
え
、
移
転
を
通
し
て
立
命

館
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
創
造
を
教

育
の
質
的
転
換
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
ミ
ッ

シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
建

物
や
立
地
を
新
し
く
し
て
終
わ
り

で
は
な
く
、
教
職
員
や
学
生
の
活

動
を
持
続
的
に
高
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
今

後
も
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

の
骨
格
に
据
え
、
積
極
的
に
展
開

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

「
都
市
共
創
」
や

「
地
域
・
社
会
連
携
」
に
関
わ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
り
ま
す
か
。

池
田　

経
営
学
部
で
は
「
産
学
協

同
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
会
計
や
経
営
管
理
と
い
っ

た
グ
ロ
ー
バ
ル
に
共
通
す
る
知
識

を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
も
、
既
存
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
新
た
な
道
を
切
り
拓
く
。

す
な
わ
ち
標
準
的
な
知
識
と
そ
れ

を
乗
り
超
え
よ
う
と
す
る
志
向
性

こ
そ
が
、
私
た
ち
の
考
え
る
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
す
。
社

会
や
地
域
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
ま
た

ロ
ー
カ
ル
な
課
題
を
見
出
し
、
問

題
解
決
の
手
段
を
実
践
的
に
探
し

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
に
溢
れ
る
学
生
を
育
て
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

重
森　

政
策
科
学
部
で
は
、
地
域

に
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
習
拠
点

を
お
い
て
学
生
を
送
り
込
み
、
地

域
の
中
で
研
究
課
題
を
見
出
し
、

問
題
解
決
を
通
じ
た
学
び
に
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら

に
海
外
に
も
そ
の
よ
う
な
学
習
拠

点
を
置
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
こ
う

し
た
実
践
的
な
学
び
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

池
田　

地
域
と
密
接
に
関
わ
り
な

が
ら
教
育
・
研
究
を
展
開
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
成
果
を
還
元
し
、

私
た
ち
も
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
ね
。

同
じ
社
系
学
部
が

同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
会
す
る
こ
と
で
、

相
乗
効
果
を

期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

重
森　

政
策
科
学
と
経
営
学
は
本

来
、
非
常
に
近
い
学
問
分
野
で

す
。
個
人
的
に
は
多
く
の
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
経
営
学
部
は
す
ば

ら
し
い
社
史
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
、
市
町

村
史
や
都
道
府
県
史
と
い
っ
た
行

政
面
の
蔵
書
が
加
わ
れ
ば
、
自
治

体
と
企
業
の
関
わ
り
な
ど
厚
み
の

あ
る
研
究
を
促
す
意
義
深
い
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

池
田　
「
デ
ザ
イ
ン
科
学
」
の
観
点

か
ら
経
営
・
社
会
現
象
に
革
新
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
「
デ
ザ
イ

ン
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心

に
研
究
面
で
も
共
通
の
テ
ー
マ
に

取
り
組
め
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た

「
産
学
協
同
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
い

ず
れ
は
全
学
に
広
が
っ
て
い
け
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
最
も

身
近
な
政
策
科
学
部
と
共
同
で
取

り
組
め
れ
ば
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

重
森　

両
学
部
の
学
生
の
関
心
も

重
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
私
の
ゼ
ミ
で
も
民
間
企
業
を

研
究
テ
ー
マ
に
据
え
る
学
生
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
実
社
会

で
も
、
民
間
営
利
企
業
が
公
共
政

策
に
関
わ
る
事
業
に
携
わ
っ
た
り
、

公
共
機
関
に
民
間
企
業
的
な
発
想

が
求
め
ら
れ
た
り
と
い
っ
た
相
互

浸
透
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
も
両
学
部
の
連
携
は
、
今

後
ま
す
ま
す
不
可
欠
な
も
の
に

な
っ
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

経
営
学
部
と
ど
う
共
鳴
し
合
え
る

か
、
楽
し
み
で
す
。

安 全祈願 祭が 行われました

7 月 10 日（水）、大阪茨木新キャンパス建設予定地において、「大阪茨

木新キャンパス整備事業　安全祈願祭」が行われました。

安全祈願祭には、長田豊臣理事長や川口清史総長をはじめとする本学

関係 者および、茨木市、株式会社山下設 計、株式会社竹中工務店の

各関係者が臨席し、厳粛に執り行われました。

　　　 経営学部・政策科学部の挑戦

大阪茨木新キャンパスで始まる新たな教学展開

特 集

学部長対談の全容は、 で紹介しています。UNITAS WEB ht tp: //www.r i t sumei.ac. jp /s taf f-a l l /uni tasweb/



熱気と期待にあふれる

大阪茨木新キャンパス構想説明会
OICの模型を囲んで
学生と懇談

　 6 月 2 9 日（ 土 ）、 茨 木 市 福 祉 文 化 会 館 に お いて大 阪 茨 木 新 キ ャンパ ス 構 想 説 明 会 を 開 催しました 。 この

説 明 会 は、 茨 木 市民 の 方々を 対 象 に 開 催したもので、 新 キャンパ スの 計 画 概 要 だ けでなく、 本 学 の 教 育・研

究 の 取り組 みや 学 生 の 諸 活 動 につ いて、 また 新 キャンパ ス 開 設 へ の 決 意 をお 伝 えしました 。 当日は、 市民 の

方々をはじ め 、 茨 木 市の 関 係 者 や 学 校 関 係 者など、 会 場 が満 員となる約 35 0 名の 参 加 が あり、 新 キャンパ ス

に多くの 期 待と関 心 を寄 せていただ いていることが 感じられました 。

　7 月 12 日（金）、洋洋館・コミュニケーションラウ

ンジ（衣 笠キャンパス）において、政 策 科 学部の学

生と OIC の開 設 準 備 に関 わっている教 職 員との 懇

談会を開催しました。

　実際の模型を見ながら、キャンパスの説明や、質

疑 応 答・意 見 交 換 をおこなうなど、 学 生と教 職 員

の「会話」を通して、新キャンパスのより具体的なイ

メージや理解を深めてもらう機会となりました。
　私 立 大学の 使 命 は、社 会の 要請に応えていくことです。主体 的に学び、

自らの意志で行動できる人材の育成が求められている今、私たちは教育の

質的転換を実現していかなければなりません。このためには、大学と地域・

社会との連携が必須です。新キャンパスでは、大学・学生の力を活かした地

域づくりを行うと共に、学生・教職員・地域社会が相乗効果を持って連携す

る新しいモデルを打ち出したいと思います。地域のみなさまにとっても OIC

が新しいコミュニティの場、学びの場として愛されることを願っています。
川口 清史  総 長

茨 木 市長  木 本保 平  氏

茨 木 市 議 会 議 長  山 本 隆 俊  氏

　 大 阪 茨 木 新 キ ャンパ ス の 開 設 に は 大 き な 期 待 を 寄 せ て お りま すし 、

2 015 年 4 月を心 待 ちにしておりま す。 す で に 茨 木 市 で は 立 命 館 大 学 の

学 生の みなさんが 市の 街 づくりに参 加してくれています。 市といたしまし

ても、 学 生の み なさんが 卒 業しても 茨 木 に住 みたいと思っていた だ ける

ような街 づくりを行っていきたいと思っています。

　 今 回 の 構 想 説 明 会 の 開 催 は、 茨 木 市民 と立 命 館 大 学 の 学 生・教 職 員

の み な さんが ひとつ に なって協 働 する第 一 歩 だと 思いま す。 新 キャンパ

スの 開 設 は、 地 域 活 性 化 につながると大きな期 待 をしておりますし 、 ぜ

ひ、 茨 木 市 民 が 誇りに 思 えるような す ばらし い キャンパ スを 開 設して い

た だ き た いと 思 いま す。 そして、 立 命 館 大 学 との 連 携 をさらに強 化し 、

魅 力ある茨 木市 をつくっていきたいと思います。

学生が制作した小冊子「Roots」を手に学生の活
動報告を聞く参加者

（学生の活動については P10-11 をご覧ください）

新キャンパスの構 想について説 明する見 上 崇 洋 
副総長

熱心に資料に目を通す参加者

　　　 経営学部・政策科学部の挑戦

大阪茨木新キャンパスで始まる新たな教学展開

特 集

大阪茨木新キャンパス

イメージアニメーションが完成しました!
OIC の 全 体 像をイメージしていただける動 画を You Tube「Ritsumeikan Channel」 で

公開中です。ぜひ、ご覧ください。
※この動画の内容は、2013 年 6 月時点の検討段階のイメージであり、変更される場合があります。

　模型を見ることで、具体的に新キャンパスをイメージすることができる

だけではなく、正課・課外を含めて、2015 年自分がそこでどんな生活を

しているのかを「わくわく」しながら想像できます。

　今回、学生のみなさんが生き生きとした目で模型を見ながら、意見や

アイデアを出してくれる姿をみて、学生の新キャンパスに対する期待や

「わくわく感」を実感することができました。今後も、新キャンパスがで

きあがるプロセスを学生とも共 有しなが

ら、開学に向けて、大学全体のボルテー

ジを上げていきたいと思います。

7月17日（水）には、

BKCでも開催されました。

学生からは多くの意見が寄せられました。

大阪茨木新キャンパス開設準備室副室長

服 部 利 幸 教 授（ 政 策 科 学 部 ）

森田裕己彦さん

（政策科学部 2 回生）

憩いのスペースが多く
あるので、ベンチを
おいたりして、くつろ
げる空間が創出され
ればと思います。

村井 彩さん

（政策科学部 2 回生）
OIC へ の 移転はとても
楽しみです。学生、教職
員、地域のみなさん一人
ひとりにとって居心地の
よい自分の「居場所」が
みつかるようなキャンパ
スを期待しています。

プレゼンテーションやグ
ループワークの機会が
多いので、「ぴあら」の
ようなグループワークが
できる場所を広くつくっ
てもらいたいです。

信田実香さん
（政策科学部 2 回生）




